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本日は、株式会社アルテサロン ホールディングスの

決算説明会にお越しいただき

ありがとうございます。
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常務取締役 小田 俊也

平成20年12月期中間期 連結決算概要

平成20年12月期下半期 計 画

平成20年12月期中間期 連結決算概要

平成20年12月期下半期 計 画
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■㈱アルテ・サロン・ホールディングス（ＨＤ）として期首から連結決算が２期目
主要子会社の㈱アッシュ、㈱ニューヨーク・ニューヨーク、㈱スタイルデザイナーを連結
子会社とした連結決算が２期目に入る。

■持分法適用関連会社の株式等の譲渡（H20年9月予定） *

ガブルス・ジャパン㈱：業務提携実施（ H19年4月）、26.1％の資本参加（ H19年4月）、

新株予約権付社債1億円（ H19年5月引受）。 譲渡後も業務提携関係は継続。

■子会社の設立
㈱etra設立（ H20年3月）によりスイーツ事業を開始。

平成20年12月期中間期のトピックス、総括平成20年12月期中間期のトピックス、総括

連結子会社

㈱アッシュ （Ａｓｈ）

㈱ニューヨーク・ニューヨーク （ＮＹＮＹ）

㈱スタイルデザイナー （ＳＤ）

㈱エッセンシュアルズジャパン （ＥＪ）

㈱ＡＭＧ （ＡＭＧ）

㈱ｅｔｒａ （ｅｔｒａ）

持分法適用関連会社

ガブルス・ジャパン ㈱ （ＧＪ）

連結子会社

㈱アッシュ （Ａｓｈ）

㈱ニューヨーク・ニューヨーク （ＮＹＮＹ）

㈱スタイルデザイナー （ＳＤ）

㈱エッセンシュアルズジャパン （ＥＪ）

㈱ＡＭＧ （ＡＭＧ）

㈱ｅｔｒａ （ｅｔｒａ）

持分法適用関連会社

ガブルス・ジャパン ㈱ （ＧＪ）

各社の業績概況につきましては

巻末の参考資料に記してあります。

（p28～）

GJの件につきましては、平成20年

8月15日公表の適時開示資料を

ご参照ください。

*

*
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平成20年12月期 連結中間決算 総括平成20年12月期 連結中間決算 総括

Ash 4店、 NYNY 2店67店舗改装

Ash、NYNY、SD、EJ、AMG、ｅｔｒａの全店舗売上高合計8,779百万円9,100百万円チェーン全店

Ash:4、NYNY:2、SD:3、etra：1

（閉店NYNY:1、SD:7）
1011

新規出店店舗開発

4

3

232

△11百万円

116百万円

3,816百万円

96.6％

実績

Ash:43新規出店

Ash:3 (孫ＦＣ含む）3新オーナー創出暖簾分け

Ash:86、NYNY:25、SD:118、EJ:1、AMG:1、ｅｔｒａ：1241期末店舗数

GJ持分譲渡による特損の影響111百万円70百万円当期純利益

店舗数増による売上原価の増大、

内部管理体制の強化による販管費の増大による影響
180百万円経常利益利益

直営店売上減40、加盟金増22、FC関連その他収入増16
材料仕入増16（ＳＤ本部仕入制導入等）等がプラスに寄与

3,800百万円連結売上高

客単価105.5％、入客91.5％ （Ash、NYNYの数字）- ％既存店対前年比

売上高

コメント計画

■ チェーン売上高減だが、収益構造の変化で連結売上高は計画達成。

■ しかし構造変化への費用が発生し、経常利益・当期利益は計画未達。
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平成20年12月期中間期 要約連結損益計算書、 通期計画平成20年12月期中間期 要約連結損益計算書、 通期計画

単位：百万円

60

250

290

1,480

1,800

5,900

7,700

18,000

H20通期
修正計画

113170△ 81△ 117039当期純利益

432430△ 64 116180184経常利益

490490△ 60 140200199営業利益

1,2961,45029729700690販・管費

1,7871,940△ 31869900890売上総利益

6,2436,060462,9462,9002,858売上原価

8,0308,000163,8163,8003,749売上高

17,99219,000△ 3218,7799,1008,582チェーン売上高

前期実績
（H19.12期）

H20通期
当初計画

差異
（実績－計画）

H20中間期
実績

H20中間期
計画

H19 中間期
実績
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要約損益計算書 （個社別平成19年12月期 実績）要約損益計算書 （個社別平成19年12月期 実績）

△199

（△24）

△159

（△10）

△60

△124

△185

△870

△1,054

-

連結
調整

△34

-

△34

-

△34

7

△27

47

20

20

ＥＪ

△25

-

△1

-

△0

30

29

549

578

（ △24）-----（少数株主損益）

（ △10）-----（持分法投資損益）

113△41435512554当期純利益

432△472136285138経常利益

490△47314828385営業利益

1,2962233134498514販・管費

1,787△2306282781599売上総利益

6,243104321,8332,6871,555売上原価

8,03087392,1163,4692,154売上高

17,92286,9312,1288,833-チェーン売上高

合計ＡＭＧＳＤＮＹＮＹＨＤ

単位：百万円

Ａｓｈ

各社の業績概況につきましては巻末の参考資料に記してあります。（p28～）

ﾊｲﾊﾟｰ
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要約損益計算書 （個社別平成20年12月期 計画 ）要約損益計算書 （個社別平成20年12月期 計画 ）

単位：百万円

△97

（ △20）

△117

（ △9）

△127

△273

△370

△580

△950

-

連結
調整

△15

-

△15

-

△15

5

△10

70

60

60

ＥＪ

0

-

0

-

0

30

30

420

450

（ △20）------（少数株主損益）

（ △9）------（持分法投資損益）

60△3570207010当期純利益

250△358020120160経常利益

290△358020120210営業利益

1,48035240240650580販・管費

1,800010320260770790売上総利益

5,90060404901,9401,8001,660売上原価

7,70060508102,2002,5702,450売上高

18,00060506,8002,2408,850-チェーン売上高

合計etraＡＭＧＳＤＮＹＮＹＨＤ Ａｓｈ ﾊｲﾊﾟｰ

*

* HDの当期純利益については、中間期に計上した関係会社株式等評価損122百万円の影響
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平成20年12月期 要約比較中間連結貸借対照表平成20年12月期 要約比較中間連結貸借対照表

単位：百万円、％

△ 52100.07,978100.08,030
負債・純資産

合計△ 52100.07,978100.08,030資産合計

( 19)(0.9)( 70)(0.6)( 51)(少数株主持分)△ 466.35056.9552その他投資

123.71,89023.51,889純資産合計△ 1620.21,61220.31,629敷金保証金

148.46688.2653利益剰余金10.5410.539その他無形固定資産

-10.886010.7860資本剰余金△ 636.24987.0561のれん

-4.13244.0324資本金△ 331.81402.2173その他有形固定資産

△ 1679.172711.1894その他固定負債92.11641.9154工具器具備品

26035.22,80831.72,548長期借入金△ 431.32,49631.12,501建物

9344.33,53642.93,442固定負債合計△ 15268.45,45969.95,612固定資産合計

△ 1102.31803.6290その他流動負債1069.57568.1650その他流動資産

△ 22115.51,23518.11,457未払金△ 0.30.7560.757たな卸資産

16512.61,00710.5842
1年以内返済
長期借入金△ 384.63675.1405売掛金

191.61271.3107買掛金3116.81,33616.31,304現預金

△ 14632.02,55133.62,698流動負債合計9931.62,51830.12,418流動資産合計

構成比金額構成比金額構成比金額構成比金額
増減額

H20/12期H19/12期
科目増減額

H20/12期H19/12期
科目

①

③

④

⑤

⑥

②
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要約比較中間連結貸借対照表 解説要約比較中間連結貸借対照表 解説

資産増減要因等

その他流動資産
繰延税金資産 71増

資産増減要因等

その他流動資産
繰延税金資産 71増

負債・資本増減要因等

1年以内返済長期借入金 ＨＤ 149増、ＮＹ17増

未払金 Ash 122減、NYNY 55減、ＳＤ 55減

その他流動負債
HD 60減（1年以内償還予定社債）

長期借入金 HD 303増、NY 32減

その他固定負債
長期未払金 SD 152減、他

負債・資本増減要因等

1年以内返済長期借入金 ＨＤ 149増、ＮＹ17増

未払金 Ash 122減、NYNY 55減、ＳＤ 55減

その他流動負債
HD 60減（1年以内償還予定社債）

長期借入金 HD 303増、NY 32減

その他固定負債
長期未払金 SD 152減、他

資産・負債の増減 * の主な要因は以下のとおり。

①

⑥

②

③

⑤

④

＊100百万円以上の増減について解説
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出店、設備投資等の状況出店、設備投資等の状況

平成20年12月期中間期実績

● 新規出店

Ａｓｈ 4

ＮＹＮＹ 2

ＳＤ 3

● 店舗改装

Ａｓｈ 4

ＮＹＮＹ 2

平成20年12月期中間期実績

● 新規出店

Ａｓｈ 4

ＮＹＮＹ 2

ＳＤ 3

● 店舗改装

Ａｓｈ 4

ＮＹＮＹ 2

単位：百万円

235232230期末店舗数

---M&A等による増加

689閉店

---移転

91021新規出店

340313637減価償却費

100360659投資合計

2035111敷金保証金

80324547造作

H20/下期
計画

H20/上期
実績

H19通期
実績

区分

改装の店舗数には、小規模の改装
は件数に含めておりません。

*1 *2 H20下期設備投資計画 グループ店新店 ２ Ash店改装 １

*3 H20下期出店計画 Ash 2 、SD 8

SDの出店数には、経営者の異動等による数字が含まれています（ H20上期実績では東松山、平井） 。

*4  移設１含む（ＮＹＮＹトアロード→NYNY三宮、平成20年1月）

小岩、元住吉
桜新町、日野

三宮、京橋

東松山、四街道
平井

菊名、日吉、鶴見
中目黒

樟葉、長岡天神

＊3

＊4

＊2

*1



12

期末店舗数推移期末店舗数推移

235

1

1

120

25

88

平成20年12月末

計 231230225

11-AMG
111EJ

118122123SD
252423NYNY
868278Ash

平成20年6月末平成19年12月末平成19年6月末
（計画 ）
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代表取締役社長 吉原 直樹

■下期および中長期の事業展開

参考資料

■下期以降の施策の解説

■今後の事業展開（グループ各社）

■ 下期および中長期の事業展開

参考資料

■下期以降の施策の解説

■今後の事業展開（グループ各社）
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下期および中長期の事業展開 トピックス １下期および中長期の事業展開 トピックス １

中期の課題 ＝ 理美容事業への注力

注力する理美容事業については 「三本柱」 の展開に集中

暖簾分けチェーン

メンバーシップ加盟型チェーン

これまでのセグメント 新しい「セグメント」を追加

大型店

中型店

小規模店

Ash店 NYNY店

新業態

SD メンバーシップ加盟店
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下期および中期の事業展開 トピックス ２下期および中期の事業展開 トピックス ２

大型店

中型店

小規模店

Ash店 NYNY店

新業態

●地域No.1店
●ハイエンドのサービスを
リーズナブルな価格で

●大型店チェーン

●都市部中心

●郊外型

●独立意欲の

●個人事業主

●後継者不足

業界の特徴 アルテの展開 アルテの特徴

●低価格帯

●独立希望の若手美容師
のためのエントリー店

スタッフ 15人～

スタッフ 6人～14人

スタッフ 4～5人、 小投資

SD メンバーシップ加盟店

客単価 ¥7,000～

客単価 ¥4,000～¥6,000

客単価 ¥3,000前後

●サロンごとに機動的な経営

● ドリームプランによる
開業支援

同一地域に特徴の違う３店の出店が可能（顧客層が違う）

店舗開発力

リクルート力

資金的支援力

マネジメント・ノウハウ

物件開拓力

質の高い内装を安価に実現

新人・経験者の募集力

グループ内の人材の融通（適材適所と個人希望の受入）

融資保証、リース保証

システム、材料調達、教育研修、経営支援

●格安チェーン
による圧迫

業界の店舗階層

40～70坪、月商800万～

20～30坪、月商300万

15～20坪、月商150～250万

低価格サロン

カジュアル・サロン

プレミアム・サロン

上期：方針決定

下期：右上の体制

を確立

当
社
の
能
力
の
活
用

ある美容師が多い
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事業領域 高い人材スキルと定着性、新ブランドで高収益のポジションへ・・・・事業領域 高い人材スキルと定着性、新ブランドで高収益のポジションへ・・・・

●暖簾分け型美容チェーン （Ash、NYNY 少しハイプライスを目指す）

● メンバーシップ加盟型美容チェーン （SD エリアの展開を目指す)

● ロープライスブランド業態の展開

（SD 業態確立と早期の他店舗化を目指す)

● 高級ヘアーサロンのブランド確立（EJ)

● 高級メンズサロンのブランド確立（AMG)

複合業態の総和として

ブランド別で広い価格帯対応を

広域で展開できるように！

新ブランド

Ash,
NYNY

essensuals

トニー&ガイ

モッズヘア

TAYA

青山､原宿有名
ブランドサロン

アース

シャンプー

プラージュ

ＱＢ

家
業
的

サ
ロ
ン

エリア限定展開

ハイプライス

ロープライス

ＡＭＧ
メンズ

TONI & GUY

エリア広域展開

SD

多店舗展開の

三本柱

Ash店 NYNY店

新業態（小規模店）

●地域No.1店

●ハイエンドのサービスを
リーズナブルな価格で

●低価格帯

●独立希望の若手美容師
のためのエントリー店

SDメンバーシップ加盟店
●サロンごとに機動的な経営
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長期経営計画長期経営計画

●本業回帰（集中と選択）・・「三本柱」で筋肉質への転換

● Ash、NYNYは、人を育てながら着実に暖簾分け
● メンバーシップ型サロン、小規模店チェーンを展開（暖簾分けとは違うペース）

●幅広い価格層の個別ブランドを全て収益化し、安定増加ペースへ

●長期的に、連結経常利益はチェーン売上高の3％程度を維持

中核事業中核事業

加盟型事業、新規事業加盟型事業、新規事業

Ash、NYNYによる暖簾分け型チェーン

メンバーシップ加盟店、小規模店チェーン

10年後に現在の
4倍の店舗数に

H19期H18期H17期

300店

1,000店

加盟店650店

パートナーシップ
サロン、直営店
350店

H20期

（メンバーシップサロン） （新業態）

（パートナーシップサロン）

Ｈ20年6月末美容室店舗数 Ａｓｈ 86、 ＮＹＮＹ 25、 ＳＤ118、 ＥＪ 1、 ＡＭＧ 1 （合計231）

メンバーシップ加盟チェーン店

ＮＹＮＹ

Ａｓｈ

パートナーシップサロン

直営店

ＥＪ

ＮＹＮＹ

メンバーシップサロン

小規模店

長期計画

10年計画

ＡＭＧ

Ａｓｈ

ＡＭＧ

ＥＪ
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参考資料参考資料
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㈱アッシュ

平成18年7月設立
100％子会社

首都圏
銀座中央通、渋谷、
池袋、自由が丘、
都立大学、日吉、
横浜、元町、他

全86店舗

アルテサロン HD

㈱ニューヨーク・
ニューヨーク
平成18年7月子会社化
100％子会社

関西圏
なんばパークス、三宮、
神戸プロメナハーバー
ランド、伏見桃山、
河原町三条、 他

全25店舗

㈱スタイル
デザイナー
平成19年1月子会社化
67％出資子会社
サークルＫサンクスが
33％所有

首都圏および
首都圏外周部

全118店舗

㈱ＡＭＧ

平成19年5月設立
50％子会社

ＧＪが50％所有
GJとの提携により

高級メンズサロン

全1店舗
（別途、Ash、NYNYとの
併設店2店あり）

㈱エッセンシュアルズ
ジャパン
平成19年5月設立
51％出資子会社

トニーアンドガイジャ
パン他が49％所有

高級ヘアーサロン

全1店舗

昭和63年（1988年）11月設立
平成18年（2006年）7月持株会社化

㈱etra

平成20年3月設立
100％子会社

横浜市内

スイーツ販売事業

全1店舗

企業グループ企業グループ

人材育成を基礎に、グループ規模拡大と業態多様化で業界変革に立ち向かう

Ａｓｈ NYNY ＳＤ ＡＭＧessensuals ｅｔｒａ

グループ統括、経営指導

各子会社の事業プランの設計

サロン開発、新業態の開発

各子会社の企業統治支援

幹部候補・サロンスタッフ教育支援

理美容業界の分析
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平成20年12月期下期の経営方針平成20年12月期下期の経営方針

成長の踊り場 筋肉質への転換

●戦略路線への急速展開

（沿線ドミナント）

● 都心一等地への基幹店出店

●有能な店長への暖簾分けの推進

●ホールディングカンパニー化

● M&Aによる業態の多様化

● M&Aによる総店舗数の拡大

●長期的視点での人材の育成

・ 高い単価を取れる技術

・ 新たなオーナー候補者の育成

・ 「プロ集団」の育成

●永く働ける環境を整備

●新業態の収益化 & 新メニューの強化
●グループ内、経営資源の共有化

前期 当中間期 下期 来期以降の利益体質推進中推進中

●三本柱体制の確立
（前述の、大型店、中型店、小規模店の展開）

● 定休日制の定着

●直営店のFC化
（暖簾分けを推進）
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Ash、NYNYの営業施策Ash、NYNYの営業施策

暖簾分け型美容室（パートナーシップサロン：PFC）の展開暖簾分け型美容室（パートナーシップサロン：PFC）の展開

長期トレンド

● トリートメント､パーマ比率は上昇傾向

● カラー比率は減少傾向

●客単価は、着実に上昇

●男性比率は上昇傾向

長期トレンド

● トリートメント､パーマ比率は上昇傾向

● カラー比率は減少傾向

●客単価は、着実に上昇

●男性比率は上昇傾向

施術内容推移 （ Ash )

メンズ比率推移 （ Ash ）

％

顧客層変化 と 流行変化 を読んだ施術メニューの提案顧客層変化 と 流行変化 を読んだ施術メニューの提案

顧客単価推移（ Ash & NYNY ）

0.0%
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平成18年 平成19年平成17年 平成20年平成16年

NYNY

Ash

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月

平成18年 平成19年平成17年 平成20年
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3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月

平成18年 平成19年平成17年 平成20年平成16年
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Ash、NYNYの営業施策②（既存店の客単価と入客数）Ash、NYNYの営業施策②（既存店の客単価と入客数）

ＮＹＮＹ なんばパークス

価格政策価格政策 スタッフのスキルアップで
客単価引上げを志向

■ 複合メニュー

■ 施術単価上昇

■ 複合メニュー

■ 施術単価上昇

Ａｓｈ、ＮＹＮＹ既存店の状況 対前年比の推移（％）

● 美容師の、現場における能力アップ

モチベーションの向上

● 差別化を図る デザイン、上質感の提供

● 施術前カウンセリングでサービス誘導

● 美容師の、現場における能力アップ

モチベーションの向上

● 差別化を図る デザイン、上質感の提供

● 施術前カウンセリングでサービス誘導

■顧客の評価
■ブランド力の向上

■新メニューの安定化
＋

■単価の安定化

■客数回復へ取組 次の成長機会次の成長機会

Ash 銀座中央通り

売上高 101.5 99.3 99.5 99.3 98.9 103.8 101.0 101.0 105.3 94.5 98.3 95.6 96.7 103.7 102.5 95.4 100.8 94.3 94.8
入客数 98.3 96.2 96.3 96.2 97.2 101.0 96.3 98.9 103.5 92.6 98.5 96.6 94.1 100.1 95.2 86.9 95.4 88.7 88.9
客単価 103.3 103.2 103.3 103.2 101.8 102.8 104.9 102.2 101.7 102.1 99.8 99.0 102.7 103.7 107.7 109.7 105.7 106.4 106.7

95

100％

105

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

売上高
入客数

客単価

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

売上高

入客数

客単価

平成19年 平成20年
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現場力の強化現場力の強化

あらたな人材育成への取組あらたな人材育成への取組

複合メニューの拡充、差別化技術複合メニューの拡充、差別化技術

効率的な店舗オペレーションの追求効率的な店舗オペレーションの追求

技術力、ホスピタリティの向上 ⇒ 再来店率の向上、客単価の上昇
H20年4月から、毎週火曜日を Ash 統一定休日に （祝日と12月を除く）

⇒ メリハリのある働きやすい環境
教育の機会、自己啓発（受動型から能動型へ）

新たなオーナー候補者の育成 ⇒ 暖簾分けFCの社内からさらなる新オーナー
４年制大学卒業者の定期採用開始（H19年4月：13名、 H20年4月： 14名）

⇒ 接客・接遇を通して店舗マネジメントを学ぶ人材

新店は40～50坪の高効率店が中心（従来は、50～60坪）

Ash、NYNYの営業施策③（Ａｓｈ） 収益力強化のために・・・・Ash、NYNYの営業施策③（Ａｓｈ） 収益力強化のために・・・・

ネイル、ヘッドスパ、眉美容（アイブロー）等の同時提案
エアウェーブ（ホット系パーマの新技術）の定着

Ａｓｈ小岩 H20/2 open
（JR総武線） 38坪

（店舗、本部における将来の幹部候補）

Ａｓｈ元住吉 H20/2 open
（東急東横線） 28坪

Ａｓｈ日野 H20/6 open
（JR中央線） 29坪

Ａｓｈ桜新町 H20/6 open
（東急田園都市線） 33坪
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既存店の業績への貢献既存店の業績への貢献

各従業員の成長、モチベーションの向上
毎月第２月曜日をNYNY統一定休日に

Ash、NYNYの営業施策④（ＮＹＮＹ） 収益力強化のために・・・・Ash、NYNYの営業施策④（ＮＹＮＹ） 収益力強化のために・・・・

経営統合効果の浸透経営統合効果の浸透

暖簾分けの進展暖簾分けの進展

平成18年7月子会社化、２年が経過

業務委託店として暖簾分けの独立９店に
人材育成の成果

ＮＹＮＹ京橋（Ｈ20/6 open （京阪線、JR環状線）

NYNY 店舗平均月商の推移（既存店） 単位：百万円

NYNY三宮
H20/1 open
（JR東海道線、阪急神戸線）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均
　H20年 7.0 7.1 9.6 7.6 7.9 7.9 8.6 8.0

既存店対象店舗数 19 17 18 18 19 19 19

　H19年 7.6 7.3 9.5 8.4 8.1 8.6 9.1 7.8 7.8 7.0 6.9 10.3 8.2
既存店対象店舗数 18 17 19 19 19 19 20 20 20 21 21 20

　H18年 6.9 7.2 9.6 8.6 8.4 8.6 10.5 8.5 8.5 8.5 7.9 11.5 8.7
既存店対象店舗数 18 17 18 18 18 18 18 18 17 18 18 18



25

ＳＤの営業施策 加盟店型事業を強化するために・・・・ＳＤの営業施策 加盟店型事業を強化するために・・・・

収益基盤固め ⇒ 優良案件の実績増加へ収益基盤固め ⇒ 優良案件の実績増加へ

ＳＤの事業 ： 物件開発 ＋ 美容室チェーンの本部機能 ＝

メンバーシップ加盟型美容室（メンバーシップサロン）の展開メンバーシップ加盟型美容室（メンバーシップサロン）の展開

● チェーン本部の機能強化と信頼関係の構築
店舗開発力
加盟希望者（美容師）の独立支援
効率的な店舗運営の支援
プラスαのサービス（教育研修等）
小規模で、小投資の店の加盟募集推進

● チェーン本部として利益の上がる仕組づくり
フィー体系の見直し（実施済）
加盟店システムにおけるスケールメリット
（6月末店舗数118店）

● チェーン本部としての管理・監督機能の強化

お互いにメリットのある関係

スタイルクリエイター 牛久
H19/2 open （JR常磐線）

アルーシェ平井
H20/4 open （JR総武線）

美容師の

独立支援
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ＳＤの営業施策② 加盟店型事業を強化するために・・・・ＳＤの営業施策② 加盟店型事業を強化するために・・・・

下期の具体的施策下期の具体的施策

中期的施策中期的施策

●店舗開発体制 ・ 独立支援体制の強化

● 重点出店地域の拡大 （首都圏外周部、中京圏（サークルＫサンクスの地盤）、関西圏）

● 材料・商品の流通マージンの利益安定化

● MS（メンバーシップサロン）契約の推進 （現在38店（中間期末））

● 材料・商品の流通マージン制の導入 （実施済、中間期実績174百万円）

● 教育研修サポート、経営者教育、オーナー会議の新設 （実施済）

● ドリームサポートプラン （新設） オーナーのリース契約をSDが債務保証

● 小規模店の案件開発 （新設） （若手美容師の早期独立支援、小投資で迅速
に展開）

● オプション支援メニューの充実

（新規加盟と
FC契約からの移行）
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ＥＪ、AMGの営業施策 高級サロンを軌道に乗せるために・・・・ＥＪ、AMGの営業施策 高級サロンを軌道に乗せるために・・・・

㈱エッセンシュアルズジャパン㈱エッセンシュアルズジャパン

2007年5月に第1号店
エッセンシュアルズ銀座店

「 essensuals (エッセンシュアルズ）」は
ＴＯＮＩ＆ＧＵＹ（トニーアンドガイ）が
世界展開するブランドの1つ

㈱AMG㈱AMG

トニーアンドガイジャパンとの提携
⇒ブランド力、技術力の向上を図る
⇒ ＴＯＮI&ＧＵＹ 本部との強いコネクションを得る

2007年10月に第1号店
AMG 有楽町マルイ店

現在、Ash、NYNYとのコラボを２店舗実施
（Ash中目黒、NYNY樟葉）

出店地域 東京、大阪エリア中心

店舗面積 ３０坪

投資金額 3,000万円／店

出店地域 首都圏 ⇒ 将来は広域化、路面店も

店舗面積 ２０坪

投資金額 2,000万円／店

男性が、異性を気にすることなく利用できる、
お洒落で総合的なビューティーサロンの需要。

個室感覚で、ヘアサロン＆エステ

ストレス社会の都心で

癒しの空間
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損益計算書 H20年12月期中間期 計画・実績比較（個別） ①損益計算書 H20年12月期中間期 計画・実績比較（個別） ①

（解説）

売上原価 消耗品費 6増
減価償却費 9増

販売管理費 役員報酬14減、自己株買手数料 3増、
上場維持費用 4減、その他費用圧縮

特別損失 GJ投資有価証券等評価損 122

（解説）

売上原価 消耗品費 6増
減価償却費 9増

販売管理費 役員報酬14減、自己株買手数料 3増、
上場維持費用 4減、その他費用圧縮

特別損失 GJ投資有価証券等評価損 122

（解説）

売上高 新店計画２店に対し４店
FC加盟予算6件に対し7件

売上原価 広告宣伝費 31増

販売管理費 教育関連費用 13減、
その他全般的に圧縮

（解説）

売上高 新店計画２店に対し４店
FC加盟予算6件に対し7件

売上原価 広告宣伝費 31増

販売管理費 教育関連費用 13減、
その他全般的に圧縮

単位：百万円

単位：百万円

△68△2840当期純利益

△37175経常利益

2102100営業利益

△25274300販売管理費

△23376400売上総利益

23823800売上原価

01,2001,200売上高

差異実績計画ＨＤ

93627当期純利益

176346経常利益

95546営業利益

△26311337販売管理費

△16366383売上総利益

28878849売上原価

1212451232売上高

差異実績計画Ａｓｈ
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損益計算書 H20年12月期中間期 計画・実績比較（個別） ②損益計算書 H20年12月期中間期 計画・実績比較（個別） ②

（解説）

売上原価 広告宣伝費 3増

（解説）

売上原価 広告宣伝費 3増

単位：百万円

単位：百万円

263当期純利益

373経常利益

374営業利益

31814販売管理費

72618売上総利益

20246226売上原価

27 272244売上高

差異実績計画ハイパー

△23△319当期純利益

△52△943経常利益

△57△1344営業利益

3312490販売管理費

△24110135売上総利益

△1410001014売上原価

△3911101149売上高

差異実績計画ＮＹＮＹ
（解説）

売上高 入客数減少による店舗売上 48減

売上原価 全体を圧縮

販売管理費 人件費 20増
本社移転関連 14増

（解説）

売上高 入客数減少による店舗売上 48減

売上原価 全体を圧縮

販売管理費 人件費 20増
本社移転関連 14増
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損益計算書 H20年12月期中間期 計画・実績比較（個別） ③損益計算書 H20年12月期中間期 計画・実績比較（個別） ③

単位：百万円

単位：百万円

△22325当期純利益

△53641経常利益

△43135営業利益

△3122126販売管理費

△8153161売上総利益

△27250277売上原価

△35403439売上高

差異実績計画ＳＤ

3△13△16当期純利益

3△13△16経常利益

3△12△16営業利益

△225販売管理費

0△10△11売上総利益

03434売上原価

△12422売上高

差異実績計画ＥＪ

（解説）

売上高 直営店廃止による売上 4減
加盟金（件数）未達 4減
ロイヤリティ収入 35減
材料収入 16増

売上原価 減価償却費 10減
リース料 7減

特別利益 貸倒引当金戻入 5

（解説）

売上高 直営店廃止による売上 4減
加盟金（件数）未達 4減
ロイヤリティ収入 35減
材料収入 16増

売上原価 減価償却費 10減
リース料 7減

特別利益 貸倒引当金戻入 5

（解説）

販売管理費 全体を圧縮

（解説）

販売管理費 全体を圧縮

AMG、etraについては、営業期間が1年未満のため、記載を割愛しました。
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月次業績動向（ AshおよびNYNY 全店）月次業績動向（ AshおよびNYNY 全店）

平成20年

平成20年4月よりアッシュチェーン全店舗におきまして、毎週火曜日を定休日（火曜日が祝日に当たる場合と12月を除く）とし、ニューヨーク・ニューヨーク･チェーンにおき
ましても、一部を除く全店舗において、毎月第2月曜日を定休日といたしました。

従いまして、アッシュとニューヨーク・ニューヨーク全店舗において営業日数が前年同月と比較し定休日日数分減少し、従来の既存店の基準から外れることとなります。

しかしながら、業績動向に関する有用な情報を継続的に提供するとの観点から、定休日設定に伴う営業日数の減少は考慮せずに、本業績動向におきましては引き続き
既存店として記載し、情報提供を続けてまいります。

なお、店舗改装等による休業が1日以上あった店舗に関しまては、従来どおり既存店から除外します。

全店統一の休業日の設定は、チェーン展開を行う美容室としましては非常に珍しいことでありますが、従業員のライフワークバランス、職場環境の向上、あるいはモチ
ベーションの向上等を目的として取り組むものです。

当社としましては、現状において定休日月2日の設定による売上高への影響は軽微であると判断しており、これを機会に更なる生産性向上を実現し、これまで以上に業績
の向上に努め、投資家の皆様のご期待に沿うべく着実な利益成長を実践してまいります。

注

表示単位未満は全て四捨五入

ご参考のために7月の情報も掲載しております。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 中間期累計 7月
グループチェーン全店 売上高（百万円） 744 803 1,078 903 924 934 5,386 1,045

前年同月 711 737 973 884 885 957 5,148 1,109

前年同月比 104.6 108.9 110.9 102.2 104.4 97.5 104.6 94.3

入客数（千人） 100 106 135 114 118 117 690 122

前年同月 99 103 129 122 120 128 701 135

前年同月比 100.8 103.0 104.3 93.9 98.0 91.4 98.4 90.8

客単価（千円） 7.4 7.6 8.0 7.9 7.9 8.0 7.8 8.5

前年同月 7.2 7.2 7.5 7.3 7.4 7.5 7.3 8.2

前年同月比 103.7 105.7 106.2 108.8 106.6 106.7 106.4 103.9

Ａｓｈチェーン全店 売上高  （百万円） 586 645 858 722 736 746 4,294 837

前年同月 564 597 783 711 711 772 4,137 906

前年同月比 104.0 107.9 109.6 101.6 103.6 96.7 103.8 92.3

入客数  （千人） 80 86 109 92 94 94 555 97

前年同月 80 84 105 98 96 103 565 109

前年同月比 100.6 102.4 104.1 94.2 97.8 91.2 98.2 89.8

客単価  （千円） 7.3 7.5 7.9 7.9 7.8 8.0 7.7 8.6

前年同月 7.1 7.1 7.5 7.3 7.4 7.5 7.3 8.3

前年同月比 103.4 105.4 105.3 107.9 105.9 106.0 105.7 102.9

ＮＹＮＹチェーン全店 売上高  （百万円） 157 158 220 181 188 187 1,092 209

前年同月 147 140 190 173 174 186 1,010 203

前年同月比 107.0 112.7 116.0 104.6 107.8 100.9 108.1 103.0

入客数  （千人） 20 20 26 22 24 23 135 25

前年同月 19 19 25 24 24 25 136 26

前年同月比 101.9 105.5 105.4 92.9 98.7 92.1 99.1 94.7

客単価  （千円） 8.0 7.8 8.5 8.1 8.0 8.1 8.1 8.3

前年同月 7.6 7.3 7.7 7.2 7.3 7.4 7.4 7.7

前年同月比 105.0 106.9 110.1 112.6 109.2 109.5 109.1 108.7

AshとNYNY
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月次業績動向（ AshおよびNYNY 既存店）月次業績動向（ AshおよびNYNY 既存店）

平成20年

表示単位未満は全て四捨五入

ご参考のために7月の情報も掲載しております。

AshとNYNY

1月 2月 3月 4月 5月 6月 中間期累計 7月
グループチェーン既存店 売上高（百万円） 671 641 952 806 799 834 4,703 934

前年同月 697 642 941 855 819 914 4,868 1,057

前年同月比 96.3 100.0 101.2 94.2 97.5 91.2 96.6 88.3

入客数（千人） 91 85 119 102 102 105 604 110

前年同月 97 89 124 117 111 122 660 128

前年同月比 93.5 95.4 96.0 87.2 92.2 86.3 91.5 85.6

客単価（千円） 7.4 7.6 8.0 7.9 7.8 7.9 7.8 8.5

前年同月 7.2 7.2 7.6 7.3 7.4 7.5 7.4 8.2

前年同月比 103.0 104.8 105.4 108.1 105.8 105.8 105.5 103.2

Ａｓｈチェーン既存店 売上高  （百万円） 537 520 778 668 649 684 3,837 770

前年同月 559 525 772 711 671 755 3,991 885

前年同月比 96.2 99.1 100.9 94.0 96.8 90.6 96.1 87.0

入客数  （千人） 74 69 99 85 83 86 497 90

前年同月 79 73 103 98 91 101 545 106

前年同月比 93.4 94.5 96.1 87.2 91.5 85.7 91.2 84.9

客単価  （千円） 7.3 7.5 7.8 7.8 7.8 7.9 7.7 8.6

前年同月 7.1 7.2 7.5 7.3 7.4 7.5 7.3 8.3

前年同月比 103.0 105.0 104.9 107.7 105.8 105.7 105.4 102.5

ＮＹＮＹチェーン既存店 売上高  （百万円） 134 121 174 138 150 150 866 163

前年同月 138 117 169 144 149 159 876 172

前年同月比 96.7 103.7 102.5 95.4 100.8 94.3 98.8 94.8

入客数  （千人） 17 15 20 17 19 19 107 20

前年同月 18 15 21 20 20 21 115 22

前年同月比 94.1 100.1 95.2 86.9 95.4 88.7 93.1 88.9

客単価  （千円） 8.0 7.9 8.5 8.0 7.9 8.0 8.1 8.3

前年同月 7.8 7.6 7.9 7.3 7.5 7.5 7.6 7.8

前年同月比 102.7 103.7 107.7 109.7 105.7 106.4 106.1 106.7
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月次業績動向（店舗情報）月次業績動向（店舗情報）

月次情報は、当社ウェブサイト http://www.arte-hd.com に
毎月１０日（土日祭日の場合は、その翌営業日）に開示しています。是非ご覧ください。

平成20年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

グループ全店舗数   合計 106 108 108 108 108 111 110

Ａｓｈ計 82 84 84 84 84 86 85

ＮＹＮＹ計 24 24 24 24 24 25 25

うち 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
既存店対象店舗数   合計 92 84 93 94 92 94 95

Ａｓｈ 73 67 75 76 73 75 76

ＮＹＮＹ 19 17 18 18 19 19 19

直営店舗数   計 29 29 29 29 29 30 28

Ａｓｈ 5 5 5 5 5 5 6

ＮＹＮＹ 24 24 24 24 24 25 22

ＦＣ店舗数   計 77 79 79 79 79 81 82

Ａｓｈ 77 79 79 79 79 81 79

ＮＹＮＹ 0 0 0 0 0 0 3

期中暖簾分け等の状況（ＡｓｈおよびＮＹＮＹ）期中出店・閉店状況（ＡｓｈおよびＮＹＮＹ）

新規出店 暖簾分け等

　年　月 　店舗名 　住所 面積 　備考 　年　月 　店舗名 　住所 面積 　備考

   平成20年 1月    三宮店    兵庫県神戸市 164.3㎡   ＮＹＮＹ直営店 　　平成20年 1月    中目黒店 　東京都目黒区 214.0㎡    直営店からＦＣ店へ移行

   平成20年 2月    小岩店    東京都江戸川区 124.0㎡   Ａｓｈ ＦＣ店 　　平成20年 7月    大宮店 　埼玉県さいたま市 531.0㎡ 　　ＦＣ店から直営へ変更

   平成20年 2月    元住吉店    神奈川県川崎市 92.0㎡   Ａｓｈ ＦＣ店 　　平成20年 7月    寝屋川店 　大阪府寝屋川市 152.1㎡    直営店からＦＣ店へ移行

   平成20年 6月    京橋店    大阪市都島区 159.1㎡   ＮＹＮＹ直営店 　　平成20年 7月    香里園店 　大阪府寝屋川市 115.7㎡    直営店からＦＣ店へ移行

   平成20年 6月    桜新町店    東京都世田谷区 108.8㎡   Ａｓｈ ＦＣ店 　　平成20年 7月    桃山南店 　京都府京都市 175.2㎡    直営店からＦＣ店へ移行

   平成20年 6月    日野店    東京都日野市 97.2㎡   Ａｓｈ ＦＣ店

営業日数について （　　）内は土日祝の日数 閉店等

 　　Ash営業日数 　（前年同月）  　 NYNY営業日数 　年　月 　店舗名 　住所 面積 　備考

   平成20年 1月     25(9)     27(9)    28(9)  *1     28(9) 　*2 　　平成20年 1月    トアロード店 　兵庫県神戸市 582.7㎡ 　ＮＹＮＹ直営店（実質､三宮店への移転）

   平成20年 2月     27(9)     28(9)    29(9)     28(9) 　　平成20年 7月    水戸店 　茨城県水戸市 147.0㎡ 　スタイルデザイナー加盟店へ変更

   平成20年 3月     29(11)     31(10)    31(11)     31(10)

   平成20年 4月     26(9)     30(10)    29(9)  *3     30(10)

   平成20年 5月     28(11)     31(10)    30(11) *4     31(10) *5

   平成20年 6月     26(9)     30(9)    29(9)  *6     29(9)  *7

   平成20年 7月     26(9)     31(9)    31(9)     31(9) 

　（前年同月）

H20年12月期中間期 店舗数の状況（ＡｓｈおよびＮＹＮＹ）

ご参考のために7月の情報も掲載しております。
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株式会社 アルテ サロン ホールディングス

代表取締役社長 吉原 直樹

免 責 事 項

当資料に掲載されている業績見通し、その他の今後の予測・戦略等に関する情報は、当資料の作
成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測しうる範囲内で行った判断に
もとづくものです。

しかしながら実際には、通常予測し得ないような特別の事情の発生または通常予測し得ないよう
な結果の発生等により、当資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じうるリスクを含んでおります。

当社は、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めて
まいりますが、当資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることは、くれぐれもお
控えになられるようにお願い致します。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複製、または転送するなどをなさらないようにお願い
致します。
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当資料に掲載されている業績見通し、その他の今後の予測・戦略等に関する情報は、当資料の作
成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測しうる範囲内で行った判断に
もとづくものです。

しかしながら実際には、通常予測し得ないような特別の事情の発生または通常予測し得ないよう
な結果の発生等により、当資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じうるリスクを含んでおります。

当社は、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めて
まいりますが、当資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることは、くれぐれもお
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なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複製、または転送するなどをなさらないようにお願い
致します。

＜お問い合わせ先＞

情報開示担当役員 常務取締役 小田俊也 e-mail：oda@arte-hd.com

経営企画部 部長 木原輝明 e-mail：kihara@arte-hd.com

Tel：045-663-6123   Fax：045-663-6107

http://www.arte-hd.com/

説明会へのご参加、誠にありがとうございました。


